
　

平
成
９
年
12
月
に
京
都
で
開
催
さ
れ
た
国

連
気
候
変
動
枠
組
条
約
第
３
回
締
約
国
会
議

（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
３
）を
き
っ
か
け
に
、
日
本
で
は
12

月
を「
地
球
温
暖
化
防
止
月
間
」と
定
め
て
い

ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
地
球
温
暖
化
防
止
に

つ
い
て
考
え
、
一
人
一
人
が
で
き
る
こ
と
か

ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

地
球
温
暖
化
と
は

　

地
球
は
太
陽
の
熱
に
よ
り
暖
め
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
暖
め
ら
れ
た
地
面
か
ら
出
る
熱
の

一
部
が
宇
宙
に
放
出
さ
れ
る
こ
と
で
、
ち
ょ

う
ど
い
い
温
度
に
保
た
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
二
酸
化
炭
素
な
ど
の
温
室
効
果

ガ
ス
の
濃
度
が
高
く
な
る
と
、
宇
宙
に
放
出

さ
れ
る
熱
の
量
が
減
っ
て
し
ま
い
、
温
度
調

整
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
て
地
上
の
温
度
が
上

昇
し
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
れ
が
地
球
温
暖
化

の
仕
組
み
で
す
。

地
球
温
暖
化
の
影
響

　

地
球
温
暖
化
は
、
地
球
全
体
の
気
候
に
大

き
な
変
動
を
も
た
ら
す
も
の
で
、
こ
こ
数
十

年
の
気
候
変
動
は
、
世
界
各
地
で
人
間
の
生

活
や
自
然
の
生
態
系
に
深
刻
な
影
響
を
与
え

て
い
ま
す
。
今
後
も
さ
ら
に
温
暖
化
が
進
む

と
、
世
界
規
模
で
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
事

態
を
招
く
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
早

急
に
対
策
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

化
石
燃
料
を
使
わ
な
い
た
め
に

　

二
酸
化
炭
素
を
排
出
す
る
化
石
燃
料
の
使

用
を
減
ら
す
方
法
の
一
つ
と
し
て
、
太
陽
光

発
電
な
ど
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
す
る
方

法
が
あ
り
ま
す
。

　
太
陽
光
、太
陽
熱
、風
力
、地
熱
、川
の
流
れ
、

波
の
力
な
ど
、
地
球
上
に
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

生
み
出
す
さ
ま
ざ
ま
な
自
然
の
力
が
あ
り
ま

す
。
今
後
、
こ
れ
ら
自
然
の
力
を
電
力
な
ど

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
換
す
る
技
術
を
積
極
的

に
活
用
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
に
で
き
る「
賢
い
選
択
」

～「
Ｃク

ー

ル

Ｏ
Ｏ
Ｌ 

Ｃチ

ョ

イ

ス

Ｈ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
」～

　

環
境
省
で
は
、
地
球
温
暖
化
対
策
の
た
め

の
国
民
運
動
と
し
て「
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｌ　

Ｃ
Ｈ
Ｏ
Ｉ

Ｃ
Ｅ（
＝
賢
い
選
択
）」へ
の
参
加
を
呼
び
掛
け

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
２
０
３
０
年
度
の
温

室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
を
２
０
１
３
年
度
比

で
26
％
削
減
す
る
と
い
う
目
的
達
成
の
た
め

に
、
日
本
が
世
界
に
誇
る
省
エ
ネ
・
低
炭
素

型
の
製
品
サ
ー
ビ
ス
・
行
動
な
ど
、
温
暖
化

対
策
の
た
め
の
あ
ら
ゆ
る「
賢
い
選
択
」を
促

す
国
民
運
動
で
す
。

　

私
た
ち
が
で
き
る「
賢
い
選
択
」に
は
次
の

よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

①
省
エ
ネ
型
の
製
品
を
選
ぶ

②
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
無
駄
遣
い
し
な
い

③�

気
候
に
合
っ
た
服
装
を
選
ん
で
、
冷
暖

房
利
用
を
抑
制
す
る

④
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
を
す
る

⑤
公
共
交
通
を
利
用
す
る

⑥
移
動
に
は
徒
歩
や
自
転
車
を
利
用
す
る

⑦
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
す
る

⑧
ご
み
を
き
ち
ん
と
分
別
す
る（
資
源
化
）

⑨
残
さ
ず
食
べ
る

⑩
エ
コ
バ
ッ
グ
を
使
う　
な
ど

「 

Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｌ 

Ｃ
Ｈ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
」

に
賛
同
を

　
「
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｌ　

Ｃ
Ｈ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
」は
、
賛
同

登
録
す
る
こ
と
が
で
き
、
す
で
に
登
録
し
た

団
体
な
ど
に
よ
る
ロ
ゴ
マ
ー
ク
や
ポ
ス
タ
ー

を
活
用
し
た
呼
び
掛
け
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

毎
年
実
施
し
て
い
る
夏
の「
ク
ー
ル
ビ
ズ
」や

冬
の「
ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
」な
ど
も
、
こ
の
取
り

組
み
の
一
つ
で
す
。

　

身
近
な
生
活
の
中
で
、
未
来
の
た
め
に
、

無
理
な
く
楽
し

く
、
今
か
ら
始

め
ら
れ
る「
Ｃ
Ｏ

Ｏ
Ｌ　

Ｃ
Ｈ
Ｏ

Ｉ
Ｃ
Ｅ
」の
取
り

組
み
に
参
加
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

詳
し
く
は
、
公

式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
参
照
く
だ

さ
い
。

Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｌ　
Ｃ
Ｈ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

� https://ondankataisaku.env.go.jp/
coolchoice/

12
月
は
地
球
温
暖
化
防
止
月
間
で
す

～
一
人
一
人
が
身
近
に
で
き
る
こ
と
か
ら
～

【
問
合
先
】＝
本
庁
環
境
課
生
活
環
境
グ
ル
ー
プ

（
23
）５
１
１
１（
内
線
２
７
４
１
）

　岩切市長を団長とする公式訪韓団15 人
が、10 月25 日（ 水 ）か ら27 日（ 金 ）ま で の
日程で、友好都市昌寧郡を訪問しました。昌
寧郡とは平成24 年５月16 日の友好都市締
結以来、官民一体となったさまざまな交流
を実施してきました。５周年の節目となっ
た今年５月には、金

キムチュンシク

忠植郡守を団長とする
公式来日団15 人を迎え、本市において記念
式典などを盛大に開催しました。今回の訪
問では、郡守、郡議会議長、霊山綱引保存会
会長などへの表敬訪問を始め、記念事業に
出席するなど、交流を深めました。

ま
ち
話
題

の

平成 29年 10 月 25 日撮影

市
内
各
地
か
ら

長
雨
や
台
風
に
耐
え
忍
び

　
　
た
く
さ
ん
の
稲
掛
け
が
お
目
見
え

（
祁
答
院
町
藺
牟
田
）

　11 月12 日（日）、防火･ 防災意識の高揚
を図ろうと、中央消防署で消防フェスタが
開催され、家族連れなど約450 人が来場し
ました。参加者は、はしご車や高所放水車
への体験搭乗、防災研修センターでの地震
体験などを体験。将来、防災の担い手とな
る子どもたちに消防の仕事を身近に感じ
てもらう絶好の機会となりました。

一
緒
に
来
て
見
て
体
験

第
４
回
消
防
フ
ェ
ス
タ
開
催

迫
力
あ
る
踊
り
で

会
場
に
元
気
を
届
け
ま
し
た

　10 月 29 日（日）、市文化協会上甑支部
主催による総合文化祭が開催され、多く
の市民でにぎわいました。日本舞踊、甑
大明神太鼓の演奏、幼稚園児のお遊戯、
小学生の合唱、中学生の合奏、中津はん
や隊による踊りなどが披露され、会場か
らは多くの声援や拍手が鳴り響いていま
した。

地
域
の
文
化
活
動
を
披
露
！

上
甑
ふ
る
さ
と
総
合
文
化
祭

　10 月 28 日（土）、川内文化ホールで第８
回薩摩川内はんやジュニア大会が開催され
ました。市内 11 小学校の参加があり、子
どもたちが躍動感あふれる踊りを披露しま
した。来場者は、元気いっぱいの子どもた
ちに惜しみない拍手を送っていました。

まちの話題

「まちの話題」は、市民の皆さんから情報提供をいただき、身近な話題を掲載しています。ぜひ、投稿ください。

上甑

川内

韓
国
昌し

ょ
う

寧ね
い

郡ぐ
ん

と
の
友
好
都
市

　
　
　
　
　
　
　

締
結
５
周
年
を
迎
え
て
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